
伊奈町美術展は伊奈町アート展にリニューアルします。伊奈町美術展は伊奈町アート展にリニューアルします。

申・問　８月18日㈪～９月30日㈫に、出品申込書お
よび控えを次の方法で生涯学習課＊２５４１へ
　●郵送(必着)　●持参　●メール　●FAX
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。
※作品搬入は、10月29日㈬９時30分～13時に、総合センター２階
のアート展受付に直接持参。
※要項・出品申込書などは、生涯学習課、総合センター、ゆめく
る窓口で配布しています。町ホームページからダウ
　ンロードもできます。

応募資格▶町内在住・在勤・在学の方または町内
美術団体に所属している方
出品種目▶絵画（日本画・洋画・版画を含む）・
工芸（彫刻を含む）・書・写真

※１人計２作品まで。

10月30日㈭～開催期間

11月２日㈰

 不当な差別的取扱いの禁止
　行政機関や事業者は、障害を理由として、正当な
理由なく、サービスの提供を拒否したり、制限した
り、条件をつけたりすることをしてはいけません。
例えば、障害があることを理由として、
・お店や施設などの利用を断ること
・アパートなどの契約を断ること
・説明会やシンポジウムなどへの出席を拒むこと
などが該当します。
 合理的配慮の提供
　行政機関や事業者は、障がいのある方から何らか
の配慮を求められた場合には、負担になり過ぎない
範囲で、社会的バリアを取り除くために「筆談」
「文書の読みあげ」「ゆっくりと丁寧な説明」など
合理的配慮を提供することが求められます。障害の
特性や状況などに応じてコミュニケーション方法を
工夫し、必要な情報をうまく提供できるような配慮
をしましょう。

 一般の方も理解を深めましょう
　障害者差別解消法は、一般の人に課せられる義務
や罰則はありませんが、すべての人が障がい者への
理解を深め、笑顔のあるまちにするために、地域の
中で助け合いましょう。
例えば、
・電車やバスなどの優先席の近くに障がいのある方
がいたら席を譲りましょう。
・街中や店内に身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、
聴導犬）がいても、触れたり食べ物を与えたりせ
ずにそっと見守りましょう。

※障害者差別解消法について詳しくは、内閣府ホームペー
ジをご覧ください。

　この法律は、障害を理由とする差別の解消を推進することで、障がいのある方もない方も分け隔て
なく、お互いに人格と個性を尊重し合いながら共生する社会をつくることを目指しています。
　「障がいのある方」とは、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）、そのほか
心身の機能の障がいがあり、障がいや社会的な障壁によって日常生活や社会生活が困難になっている
方のことです。（障害者手帳を所持していない方も含まれます。）

問　社会福祉課＊２１２２

障害者差別解消法障害者差別解消法ご存じですか？

伊奈町アート展
作品募集！
伊奈町アート展
作品募集！
伊奈町アート展
作品募集！

New!

（敬称略）

伊奈町テニス協会混合ダブルス大会　５月11日　丸山テニスコート

スポーツの結果スポーツの結果

◎120歳以上の部
優　勝　嶋津知恵・鈴木和義
　　　　　　  （サンライズ）
準優勝　鴨田浩美・榎本政幸
　　　　　　  （サンライズ）
３　位　白石純子・久保木輝雄
　　　　　　  （サンライズ）

◎一般の部
優　勝　戸井田由美子・杉浦剛一
　　　　（Club ACTUS in INA）
準優勝　東海林沙絵・田中明日翔
　　　　（Club ACTUS in INA）
３　位　山本久美子・瀬戸秀治
　　　　              （伊奈クラブ）

脱炭素社会を形成するまち脱炭素社会を形成するまち脱炭素社会を形成するまち

町の温室効果ガス排出量削減目標
　2030（令和12）年度までに2013（平成25）年度比
46％削減（排出量140千t-CO2）

～未来のために、一人一人ができること～
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46％削減

脱炭素ってなに？
　脱炭素とは、地球温暖化の原因といわれている二酸
化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から
森林などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質
的にゼロにすることをいいます。
　こどもたちの未来のために、町民・事業者・町がそ
れぞれの立場で日々の生活の中からできることを取り
組む必要があります。

身近な取り組みが脱炭素につながります【二酸化炭素を減らす取り組み】
　下記の取り組み全てを1年間実施したと仮定すると、年間で約0.4ｔ（400㎏）のCO₂を削減することができます。

　既存住宅に住宅用省エネルギー設備（HEMS、蓄電池、エネファーム、グリーンカーテン、高断熱窓）を新たに
設置する方を対象に、町内共通お買物券による奨励金を交付しています。ぜひご利用ください。

宅配を一回で受け取る

ＣＯ₂削減量　470ｇ/日

冷蔵庫の庫内温度設定を「強」から
「中」に変更する

ＣＯ₂削減量　560ｇ/週
節約金額　 2,097円/年

お湯や水をこまめにとめる

ＣＯ₂削減量　103ｇ/日
節約金額　 3,127円/年

ＣＯ₂削減量　128ｇ/日
節約金額　 1,027円/ひと夏

28℃

出かけるときは自動車に乗らず、徒歩・
自転車・バス・電車を利用する

室温28℃を目安に、冷房を控えめに
使用する

ＣＯ₂削減量　192ｇ/日
節約金額　 2,617円/年

LED照明を使用する

ＣＯ₂削減量　847ｇ/週
節約金額　 3,161円/年

町では、住宅用省エネルギー設備設置費奨励金を交付しています
出典：エコライフDAY&WEEK埼玉2025（夏）

出典：環境省脱炭素ポータルサイト

■問　環境対策課＊２２５３
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伊奈町美術展は伊奈町アート展にリニューアルします。伊奈町美術展は伊奈町アート展にリニューアルします。

申・問　８月18日㈪～９月30日㈫に、出品申込書お
よび控えを次の方法で生涯学習課＊２５４１へ
　●郵送(必着)　●持参　●メール　●FAX
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。
※作品搬入は、10月29日㈬９時30分～13時に、総合センター２階
のアート展受付に直接持参。
※要項・出品申込書などは、生涯学習課、総合センター、ゆめく
る窓口で配布しています。町ホームページからダウ
　ンロードもできます。

応募資格▶町内在住・在勤・在学の方または町内
美術団体に所属している方
出品種目▶絵画（日本画・洋画・版画を含む）・
工芸（彫刻を含む）・書・写真

※１人計２作品まで。

10月30日㈭～開催期間

11月２日㈰

 不当な差別的取扱いの禁止
　行政機関や事業者は、障害を理由として、正当な
理由なく、サービスの提供を拒否したり、制限した
り、条件をつけたりすることをしてはいけません。
例えば、障害があることを理由として、
・お店や施設などの利用を断ること
・アパートなどの契約を断ること
・説明会やシンポジウムなどへの出席を拒むこと
などが該当します。
 合理的配慮の提供
　行政機関や事業者は、障がいのある方から何らか
の配慮を求められた場合には、負担になり過ぎない
範囲で、社会的バリアを取り除くために「筆談」
「文書の読みあげ」「ゆっくりと丁寧な説明」など
合理的配慮を提供することが求められます。障害の
特性や状況などに応じてコミュニケーション方法を
工夫し、必要な情報をうまく提供できるような配慮
をしましょう。

 一般の方も理解を深めましょう
　障害者差別解消法は、一般の人に課せられる義務
や罰則はありませんが、すべての人が障がい者への
理解を深め、笑顔のあるまちにするために、地域の
中で助け合いましょう。
例えば、
・電車やバスなどの優先席の近くに障がいのある方
がいたら席を譲りましょう。
・街中や店内に身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、
聴導犬）がいても、触れたり食べ物を与えたりせ
ずにそっと見守りましょう。

※障害者差別解消法について詳しくは、内閣府ホームペー
ジをご覧ください。

　この法律は、障害を理由とする差別の解消を推進することで、障がいのある方もない方も分け隔て
なく、お互いに人格と個性を尊重し合いながら共生する社会をつくることを目指しています。
　「障がいのある方」とは、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）、そのほか
心身の機能の障がいがあり、障がいや社会的な障壁によって日常生活や社会生活が困難になっている
方のことです。（障害者手帳を所持していない方も含まれます。）

問　社会福祉課＊２１２２

障害者差別解消法障害者差別解消法ご存じですか？

伊奈町アート展
作品募集！
伊奈町アート展
作品募集！
伊奈町アート展
作品募集！

New!

（敬称略）

伊奈町テニス協会混合ダブルス大会　５月11日　丸山テニスコート

スポーツの結果スポーツの結果

◎120歳以上の部
優　勝　嶋津知恵・鈴木和義
　　　　　　  （サンライズ）
準優勝　鴨田浩美・榎本政幸
　　　　　　  （サンライズ）
３　位　白石純子・久保木輝雄
　　　　　　  （サンライズ）

◎一般の部
優　勝　戸井田由美子・杉浦剛一
　　　　（Club ACTUS in INA）
準優勝　東海林沙絵・田中明日翔
　　　　（Club ACTUS in INA）
３　位　山本久美子・瀬戸秀治
　　　　              （伊奈クラブ）

脱炭素社会を形成するまち脱炭素社会を形成するまち脱炭素社会を形成するまち

町の温室効果ガス排出量削減目標
　2030（令和12）年度までに2013（平成25）年度比
46％削減（排出量140千t-CO2）

～未来のために、一人一人ができること～
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■千t-CO2

46％削減

脱炭素ってなに？
　脱炭素とは、地球温暖化の原因といわれている二酸
化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から
森林などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実質
的にゼロにすることをいいます。
　こどもたちの未来のために、町民・事業者・町がそ
れぞれの立場で日々の生活の中からできることを取り
組む必要があります。

身近な取り組みが脱炭素につながります【二酸化炭素を減らす取り組み】
　下記の取り組み全てを1年間実施したと仮定すると、年間で約0.4ｔ（400㎏）のCO₂を削減することができます。

　既存住宅に住宅用省エネルギー設備（HEMS、蓄電池、エネファーム、グリーンカーテン、高断熱窓）を新たに
設置する方を対象に、町内共通お買物券による奨励金を交付しています。ぜひご利用ください。

宅配を一回で受け取る

ＣＯ₂削減量　470ｇ/日

冷蔵庫の庫内温度設定を「強」から
「中」に変更する

ＣＯ₂削減量　560ｇ/週
節約金額　 2,097円/年

お湯や水をこまめにとめる

ＣＯ₂削減量　103ｇ/日
節約金額　 3,127円/年

ＣＯ₂削減量　128ｇ/日
節約金額　 1,027円/ひと夏

28℃

出かけるときは自動車に乗らず、徒歩・
自転車・バス・電車を利用する

室温28℃を目安に、冷房を控えめに
使用する

ＣＯ₂削減量　192ｇ/日
節約金額　 2,617円/年

LED照明を使用する

ＣＯ₂削減量　847ｇ/週
節約金額　 3,161円/年

町では、住宅用省エネルギー設備設置費奨励金を交付しています
出典：エコライフDAY&WEEK埼玉2025（夏）

出典：環境省脱炭素ポータルサイト

■問　環境対策課＊２２５３
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